
03 04 03 01 年 月 日

（総合計画体系）

・

・

◇政策の概要

◇政策のコスト（千円）

◇政策の指標

◇政策の進捗・課題

安全・安心・快適

・市民が安全・安心に生活できるように道路が適正かつ持続的に保全され、交通事故や災害が少ない都市を実現
する。
①市民の交通安全意識の向上
②幹線道路における交通事故抑止対策
③通学路の交通安全対策
④生活道路の交通安全対策

10年後の目標
災害、犯罪、事故などの危険から、自分の命と財産を自分で守る意識を身に付けて
いる。

 

居住エリアの集約化などが進み、コンパクトなまちづくりが進んでいる。

◆基本政策

30年後の姿

実績

目標

２０

「分野」

安全な生活基盤づくり

＜進捗＞

予算

実績

人件費（B）

１００
２５

報酬（Ｃ）

実績

年度 H27

目標

年関係費(A+B+C)

１５
１００

（予算費目名）道路費

どこでも安全、いつまでも安心、持続可能で快適なまちになっている。

決算
事業費（A）

（作成日）
平成 7 127

49,000

H27

3,277,102

政策シート （政策名）

（責任者）
002314000 道路課 黒田　聡也

（担当課）
平成27年度

（管理番号）

交通安全対策

3,228,102

H36
目標値

目標

経路案内標識改善（英字表記化）

単位

％

％

％

事故危険箇所対策等事故削減対策（39箇
所）

道路照明灯LED化更新事業

政策指標（単位）

１００



◇政策実現のために実施する事業一覧

※人工単価（千円）正規7,000 再任用(h31)3,600 再任用(h26)2,600 非常勤2,800 

交通安全施設等整備･修繕事業

報酬
（千円）

人工

再任用
(31h)

再任用
(26h)

非常勤

 

4  

 

事業費
（千円）

50,000 

○ 2,662,121

400,000

115,981

コスト
（千円）

2,679,621

133,481

1

主
要
事
業

完
了

重
点
戦
略

事業名

00.00.0計 3,277,102 3,228,102 7.0 0.0

正規

2.5

2

60,500○

3

道路照明灯ＬＥＤ化更新事業

交通安全推進事業

 ○ 403,500

外国人観光客誘致事業

 

 ○

○ 0.5

2.5

1.5



03 04 03 01 01 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標

◇事業の成果・課題・改善点・今後の取り組み

○

事務区分 根拠法令等 重点戦略

○交通安全施設等整備事業の推進に関する法律・交通
安全対策、基本法・社会資本整備重点計画法

主要事業

100

Ｈ30

1,538,831

Ｈ36

会計区分

002314000

自転車走行空間等整備率（実施数）

実績値

632,390

100

終了予定

事故危険箇所対策等事故削減対策（39箇所）整備率（実施数）

- 一般会計 自治事務（法令義務）

主な事業活動・事業成果
指標（単位）

一般財源
一般会計繰入金

人件費(報酬等)　(千円)
人件費　(千円)

開始年度

S27

2,662,121

H27重点戦略
項目No.

17,500
2.5

平成27年度

（事業名）

【重点戦略項目No.125】
・幹線道路等の国交付金を活用した「歩道等の整備」及び「交差点改良」、「平面横断化」の実施
・幹線道路等の「事故危険箇所」、「交通事故多発交差点」等における事故削減対策の実施
・通学路整備要望（市内小学校・幼稚園）による「通学路」等の安全対策の実施 （継続事業）
・生活道路等の「ゾーン３０指定区域」等における歩行者・自転車対策の実施（継続事業）
・歩行者と自転車利用空間を分離する等、相互の安全性向上を目的とした自転車走行空間等整備の実施
・各区からの交通安全施設の要望に基づく「道路照明灯」、「道路反射鏡」、「防護柵」、「区画線」、「道路案内標
識」等の設置及び修繕の実施
・限られた予算の中で地域の実情に即した早期の整備効果を発現させるため、現道幅員等を有効に活用したコス
ト縮減方策(グリーンベルト等)による歩行空間の確保

事業シート

・自動車交通分担率が約67％と突出している当市においては、歩行者（高齢者や子ども、障がいのある人等）及び
自転車などの交通弱者の安全対策が重要であり、「人優先」の考えの下に安全で安心な道路交通環境の整備を
図る。

（管理番号） （責任者）（担当課）
道路課 黒田　聡也

目標値 目標値
100

100

目標値
50
25

100100

H27

490,900

125

30

国道２５７号連尺交差点外1箇所平面横断化整備率（実施数）

（作成日）

交通安全施設等整備･修繕事業

平成 127 7

再任用(h26)

事業費(千円)
予算
決算

国・県支出
市債

その他

再任用(h31)

非常勤

人工

正規



03 04 03 01 01 年 月 日

◇事業工程表

（管理番号） （作成日）（担当課） （責任者）

No. H27 H28 H29 

1
平成27年度

補助シート （事業名）

002314000 平成黒田　聡也道路課

交通安全施設等整備･修繕事業

27

H30

7

・交差点平面横断化工
事（連尺交差点H28.3完
成予定）

・交差点平面横断化工
事（伝馬町交差点H28以

降整備（完了））

125



03 04 03 01 02 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標

◇事業の成果・課題・改善点・今後の取り組み

自治事務（法令義務）

一般財源
一般会計繰入金

主な事業活動・事業成果
指標（単位） 目標値

平成27年度

（事業名）

【重点戦略項目No.74】
・道路照明灯については、これまで水銀灯や高圧ナトリウム灯設置されていたが、近年の技術開発により消費電力
が少なく維持管理コストの縮減や環境負荷の低減にもつながるLED灯に更新する。
・また、老朽化等により劣化が進んだ支柱について、LED化と併せて更新（交換）する。
●LＥＤ化更新対象数量
道路照明灯更新対象　　12,426基（市内全灯）　総事業費 約2,200,000千円
 ・灯具更新　 　　　11,826基（LED化のみ）
 ・支柱更新（予定）　　600基（LED化＋支柱更新）
事業期間H27～H31（５箇年）

事業シート

道路照明灯のLED化により消費電力量の削減に伴うトータルコストの縮減（電球の長寿命化による維持管理コスト
の縮減）やCO2排出ガス削減等の環境負荷の低減を図ることを目的とする。
また、安全で円滑な道路交通の確保を図るとともに、倒壊防止など防災上の観点から道路施設の適正な維持・更
新を推進するため、経年劣化する道路照明灯の計画的な修繕・更新を図る。

開始年度

7
（管理番号） （責任者）（担当課）

人件費(報酬等)　(千円)

H27

0.5
3,500

非常勤

H27

その他

終了予定

正規

再任用(h26)
再任用(h31)

人件費　(千円)

人工

重点戦略
項目No.

道路照明灯LED化更新事業 20

171,000

主要事業

H27

会計区分 事務区分

74

事業費(千円)
予算
決算

国・県支出

道路課002314000

9,000

（作成日）

道路照明灯ＬＥＤ化更新事業

平成 127黒田　聡也

市債

目標値
80

Ｈ36
目標値

H31 一般会計

220,000

○

実績値

400,000

根拠法令等 重点戦略

○道路法

100

Ｈ30



03 04 03 01 02 年 月 日

◇事業工程表
H30

・LED化更新工事
・照明灯柱更新

補助シート

H27 H28 H29 

黒田　聡也002314000

No.

（担当課） （責任者）

・LED化更新工事
・照明灯柱更新

・LED化更新工事
・照明灯柱更新

7

・LED化更新工事
・照明灯柱更新

74

（事業名）

1
平成27年度

（管理番号）
27

（作成日）
平成

道路照明灯ＬＥＤ化更新事業

道路課



03 04 03 01 03 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標

◇事業の成果・課題・改善点・今後の取り組み

主要事業事務区分 根拠法令等 重点戦略

－交通安全対策基本法 －

115,981

H27

会計区分

002314000

実績値 目標値
Ｈ36

終了予定

事故多発交差点における事故減少率

一般会計

主な事業活動・事業成果
指標（単位）

一般財源
一般会計繰入金

人件費(報酬等)　(千円)
人件費　(千円)

開始年度

S46

115,981

H27重点戦略
項目No.

17,500
2.5

平成27年度

（事業名）

●交通事故防止対策会議の活動 ＝ 従来の取組に加え各季交通安全運動、幼児から高齢者までの段階的、体
系的な交通安全教育及びシュミレーターや危険予測トレーニングシステムを活用した体験型交通安全教室を推進
する。人口10万人あたりの人身交通事故件数ワースト（政令都市中）脱出のため、事故状況分析に基づいた広報
啓発活動を実施する。
●各季の交通安全運動期間 ＝ 毎月10日20日30日には、交通安全啓発広報を実施し交通安全意識の高揚を図
る。
●交通安全指導員設置事業への負担金 ＝ 各警察署に配置される交通安全指導員の設置費を県と市で2分の１
ずつ負担
●交通安全看板、横断旗、のぼり旗、啓発品等の配布
●自発光式反射材の着用推進
●平成27年度浜松市交通安全実施計画の作成 ＝ 関係機関とともに平成27年度の浜松市における道路交通の
安全に関し、講じようとする施策を表記した交通安全実施計画を作成。
●第10次浜松市交通安全計画の策定 ＝ ９次計画が終了するため 諸施策を強力に推進するため第10次浜松

事業シート

交通安全に関する知識の普及、交通安全意識の高揚を図るための安全教育並びに交通安全広報活動の実施に
より交通事故総量の削減を図り、交通事故のない社会を目指す。

（管理番号） （責任者）（担当課）
道路課 黒田　聡也

8300
30

再任用(h31)

Ｈ30

8300

30

再任用(h26)

目標値 目標値
人身交通事故発生件数削減

（作成日）

交通安全推進事業　　　　

平成 127 7

事業費(千円)
予算
決算

国・県支出
市債

その他

非常勤

人工

正規



03 04 03 01 04 年 月 日

◇事業目的・事業対象

◇事業の概要

◇事業の性質

◇事業のコスト　

◇事業の指標

◇事業の成果・課題・改善点・今後の取り組み

自治事務（法令義務）

一般財源
一般会計繰入金

主な事業活動・事業成果
指標（単位） 目標値

平成27年度

（事業名）

国土交通省通知の「道路案内標識改善方針（案）」に基づき、外国人旅行者にもわかりやすい道路案内標識とす
る
ように、全国統一基準として英語表記の改善を図る。
●対象箇所：市内一円の経路案内標識（青板）全体約340箇所
●事業期間：H26～H33（８箇年）
●総事業費 約400,000千円

事業シート

観光立国実現のため、国の方針に基づき、訪日外国人旅行者が安心して快適に移動・滞在・観光することができ
る環境を整備することにより、本市への観光訪問を促進するとともに、顧客満足度を高めリピーターの増加を図る。

開始年度

7
（管理番号） （責任者）（担当課）

人件費(報酬等)　(千円)

H27

1.5
10,500

非常勤

H26年

その他

終了予定

正規

再任用(h26)
再任用(h31)

人件費　(千円)

人工

重点戦略
項目No.

経路案内標識改善（英字表記化） 15

主要事業

H27

会計区分 事務区分

事業費(千円)
予算
決算

国・県支出

道路課02314000

50,000

（作成日）

外国人観光客誘致事業

平成 127黒田　聡也

市債

目標値
Ｈ36
目標値

H33 一般会計 ○

実績値

50,000

根拠法令等 重点戦略

－
道路法、浜松市道路法等

施行条例

100

Ｈ30


